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1010
月
１
日
（
木
）、
中
国
地
方
で
初
め
て
と
な
る
、
高
齢
者
を

月
１
日
（
木
）、
中
国
地
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初
め
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な
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た
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の

　

高
齢
者
構
成
率
が
最
も
高
い
島
根
県
の
中
で
、
特
に
高
齢
者
の

割
合
が
高
い
川
本
町
に
お
い
て
、
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
る

割
合
が
高
い
川
本
町
に
お
い
て
、
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
る

た
め
、
町
・
町
民
・
事
業
者
等
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

た
め
、
町
・
町
民
・
事
業
者
等
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
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齢
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高

　

制
定
を
記
念
し
た
式
典
で
、
村
上
川
本
警
察
署
長
か
ら
、「
高

齢
者
が
ド
ラ
イ
バ
ー
の
立
場
で
の
事
故
よ
り
、
歩
行
者
と
し
て
事

齢
者
が
ド
ラ
イ
バ
ー
の
立
場
で
の
事
故
よ
り
、
歩
行
者
と
し
て
事

故
に
遭
わ
れ
て
い
る
事
が
多
い
」
な
ど
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、

故
に
遭
わ
れ
て
い
る
事
が
多
い
」
な
ど
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
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ま
た
、
式
典
で
は
、
百
田
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
を
始
め
、
７

人
の
方
に
、
樋
口
町
長
か
ら
『
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
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守
る
川

人
の
方
に
、
樋
口
町
長
か
ら
『
高
齢
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交
通
事
故
か
ら
守
る
川

本
町
推
進
協
議
会
』
委

本
町
推
進
協
議
会
』
委

員
の
委
嘱
状
が
交
付
さ

員
の
委
嘱
状
が
交
付
さ

れ
、
今
後
の
各
種
交
通

れ
、
今
後
の
各
種
交
通

安
全
活
動
の
中
心
を
担

安
全
活
動
の
中
心
を
担

う
推
進
協
議
会
を
発
足

う
推
進
協
議
会
を
発
足

い
た
し
ま
し
た
。

い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月

　

ま
た
、
９
月
2525
日日

（
金
）
に
は
、
島
根
お

（
金
）
に
は
、
島
根
お

お
ち
農
業
協
同
組
合
か

お
ち
農
業
協
同
組
合
か

ら
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を

ら
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ざ
い
ま
し
た
。

  

（
下
写
真
）

（
下
写
真
）
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平
成
21
年
第
3
回
川
本
町
定
例
議
会

が
9
月
11
日
か
ら
18
日
ま
で
の
8
日

間
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
樋
口
町
長
の
町
長
の
行
政

報
告
が
発
表
さ
れ
、
条
例
案
件
3
件
、

予
算
案
件
4
件
、
人
事
案
件
１
件
、
そ

の
他
案
件
1
件
、
決
算
案
件
7
件
の
16

議
案
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
4
名
か
ら
当
面
す
る
町

政
の
諸
問
題
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、

活
発
な
論
議
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
一

般
質
問
に
先
立
ち
決
算
特
別
委
員
会
で

は
20
年
度
決
算
に
つ
い
て
審
議
し
、
最

終
日
、
決
算
特
別
委
員
長
よ
り
、
結
果

報
告
の
後
、
採
決
が
行
わ
れ
、
す
べ
て

の
日
程
を
終
了
し
た
。

◎ 

教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
、
賛
成
多
数
で
同
意
し
た
。

　

氏
名　

坂　

根　
　
　

豊　

氏

　

住
所　

川
本
町
大
字
川
内

請 

願
・
陳 

情

議案番号 付　　託　　事　　件　　名 審査結果

議案第58号 平成20年度川本町一般会計歳入歳出決算認定について 原案認定

議案第59号 平成20年度川本町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定

議案第60号 平成20年度川本町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定

議案第61号 平成20年度川本町老人保健事業特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定

議案第62号 平成20年度川本町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定

議案第63号 平成20年度川本町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定

議案第64号 平成20年度川本町農業集落排水処理事業特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定

件　　　　　名 請願・陳情・意
見書・決議の別 定例・臨時の別 審議結果 請願・陳情の場合は提出者名

「国の社会保障費削減方針撤回」の意見書採
択を求める陳情。 陳情書 定例会 趣旨採択

松江市大正町442-6今岡ビル3F
　島根県社会保障推進協議会

会長　池　渕　栄　助

「協働労働の協同組合法（仮称）の速やかな
制定を求める意見書」採択を求める陳情。 陳情書 定例会 趣旨採択

松江市御手船場町557番地7
　島根県労働者福祉協議会

会長　大　崎　康　弘

国保の資格証明書をめぐる陳情。 陳情書 定例会 趣旨採択 　島根県社会保障推進協議会
会長　池　渕　栄　助

後期高齢者医療制度をめぐる陳情。 陳情書 定例会 趣旨採択
松江市大正町442-6今岡ビル3F
　島根県社会保障推進協議会

会長　池　渕　栄　助

日向地区の治水対策及び町道の改良工事に
ついて早期実施を求める陳情。 陳情書 定例会 採　　択

邑智郡川本町大字川本
　日向自治会

会長　小　迫　裕　文
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元
気
な
地
域
づ
く
り
支
援
事

業
の
見
直
し
を
。

鈩
政
策
推
進
課
長
＝
前
向
き
に

検
討
し
た
い
。

大
畑
議
員

　

今
年
度
の
自
治
会
か
ら
の
申
請
が
芳

し
く
な
い
様
だ
が
、
支
援
の
対
象
を
い

ろ
い
ろ
な
グ
ル
ー
プ
に
ま
で
拡
大
す
る

等
の
見
直
し
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

鈩
政
策
推
進
課
長

　

今
の
と
こ
ろ
、（
各
自
治
会
か
ら
）
今

年
度
の
申
請
は
無
い
。
地
域
活
性
化
に

向
け
て
、
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
グ
ル
ー

プ
に
と
っ
て
は
大
き
く
活
き
る
施
策
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
つ
い
て
庁
舎
内
で
検
討
し
て
新
し

い
形
で
や
っ
て
い
く
こ
と
も
考
え
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

大
畑
議
員

　

さ
す
が
川
本
町
の
政
策
推
進
課
の
案

だ
な
と
い
う
も
の
が
出
て
く
る
と
期
待

し
て
い
い
か
。

鈩
政
策
推
進
課
長

　

そ
う
な
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
。

そ
の
他
の
質
問

•
三
江
線
利
用
促
進
策
に
つ
い
て
。

•
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ
い
て
。

・
行
財
政
改
革
計
画
に
つ
い
て
。

圓
山
議
員

　

農
地
法
が
6
月
に
改
正
さ
れ
、
12
月

に
施
行
と
あ
る
。
町
民
に
知
ら
せ
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
そ
の
方
法
は
。

大
迫
産
業
振
興
課
長

　

町
民
に
は
広
報
紙
等
で
通
知
を
す
る

つ
も
り
で
あ
る
。

圓
山
議
員

　

不
在
地
主
の
問
題
、
耕
作
放
棄
地
の

問
題
、
農
業
委
員
の
権
限
強
化
、
一
任

さ
れ
る
部
分
が
新
た
に
生
じ
る
と
思
う

が
。

大
迫
産
業
振
興
課
長

　

農
業
委
員
に
は
研
修
会
を
開
催
し
、

詳
し
く
説
明
を
す
る
つ
も
り
だ
。
農
地

の
権
利
を
有
す
る
者
の
責
務
の
明
確
化

等
、
厳
し
く
改
正
さ
れ
た
部
分
、
従
来
、

町
長
が
行
っ
て
い
た
指
導
・
通
知
・
勧

告
等
は
農
業
委
員
に
一
元
化
さ
れ
又
、

罰
金
等
も
強
化
さ
れ
た
。
農
業
委
員
会

の
講
習
を
強
化
推
進
し
適
切
に
対
応
す

る
。

圓
山
議
員

　

中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
も
終
る

今
日
、
よ
り
適
切
な
処
理
を
求
め
る
。

一 般 質 問

















































































































































































農
地
法
の
改
正
に
つ
い
て
問
う
。

大
迫
産
業
振
興
課
長
＝
広
報
等

で
通
知
し
農
業
委
員
に
は
研
修

会
を
行
う
。

有休農地解消事業（湯谷地区）

因原ふるさとまつりののぼり旗にも
「元気な地域づくり支援事業」の補助
金が使われています。

施行後

施行前









































































































































































































婚
活
支
援
に
よ
る
少
子
化
対

策
に
つ
い
て
。

鈩
政
策
推
進
課
長
＝
各
団
体
と

連
携
し
進
め
て
い
き
た
い
。
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傍
聴
感
想
文

片
岡
議
員

　

各
事
業
の
数
字
だ
け
を
見
る
と
、
十

分
サ
ー
ビ
ス
が
満
た
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
が
、
一
人
当
り
に
直
す
と
月

一
回
程
度
で
、
継
続
的
な
利
用
に
し
な

い
と
介
護
予
防
の
効
果
は
な
い
の
で
は

な
い
か
。
又
、
要
支
援
者
の
利
用
を
促

進
し
な
い
と
、
介
護
事
業
の
現
場
で
は
、

本
当
に
リ
ハ
ビ
リ
の
必
要
な
人
の
利
用

に
支
障
が
で
て
い
る
。

左
田
野
健
康
福
祉
課
長

　

当
町
で
は
、
要
支
援
に
な
る
前
の
高

齢
者
を
対
象
に
介
護
予
防
事
業
を
行
っ

て
い
る
。
ケ
ア
会
議
で
、
介
護
事
業
に

空
き
が
な
い
の
は
把
握
し
て
い
る
。
各

事
業
所
と
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で

き
る
様
に
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

• 

寝
た
き
り
老
人
、
老
老
介
護
家
庭
な

ど
、
交
通
弱
者
の
選
挙
を
可
能
に
し

て
ほ
し
い
。

木
村
住
民
課
長

　

郵
便
に
よ
る
選
挙
が
可
能
（
身
体
障

害
者
手
帳
、
介
護
認
定
5
な
ど
詳
し
く

は
住
民
課
に
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
）。

訪
問
投
票
に
つ
い
て
は
、
県
選
管
と
協

議
す
る
。

• 
川
本
大
橋
歩
道
橋
の
検
討
が
予
算
化

さ
れ
た
。
町
民
の
長
年
の
願
い
で
あ

り
早
期
に
実
現
さ
れ
た
い
。

青
木
議
員

　

現
在
、
川
本
町
は
人
口
4
千
人
を

割
っ
て
い
る
。
今
年
度
キ
ー
プ
4
千
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト（
人
口
4
千
人
確
保
）が
重

点
施
策
に
な
っ
て
い
る
。
少
子
高
齢
化

社
会
が
一
層
進
む
傾
向
に
あ
る
中
、
結

婚
す
る
為
の
活
動「
婚
活
」の
支
援
事
業

に
取
り
組
む
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

川
本
町
も
商
工
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
団
体
と
連
携
し
取

り
組
み
が
で
き
な
い
も
の
か
伺
う
。

鈩
政
策
推
進
課
長

　

全
国
的
に
は
自
治
体
で
も
婚
活
支
援

を
行
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
本
町

で
は
目
立
っ
た
婚
活
支
援
は
現
在
行
っ

て
い
な
い
が
、
2
0
0
7
年
か
ら
始

ま
っ
た
島
根
県
ハ
ッ
ピ
ー
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
事
業
に
よ
り
、
2
名
の
方
が

本
町
で
活
動
し
て
い
る
。
町
と
し
て
も

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
の
連
携
は
も
ち

ろ
ん
、
各
種
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
婚
活
支
援
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

 

住
所　

川
本
町
川
本

 

氏
名　

木
村　

慶
五

　

議
会
で
の
質
疑
応
答
に
つ
い
て
、
結

論
か
ら
申
し
上
げ
て
議
員
も
当
局
側
も

緊
張
感
が
な
い
。
施
策
に
つ
い
て
議
会

は
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
す
と
こ
ろ
で

あ
る
。
質
問
す
る
側
は
『
足
で
歩
い
た

町
民
の
声
』『
デ
ー
タ
』
に
基
づ
い
た
資

料
で
施
策
を
推
進
す
る『
提
言
』さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
当
局
側
も
出
来
て
な
い

と
こ
ろ
は
反
省
し
『
そ
の
場
を
と
り
つ

く
る
答
弁
』は
せ
ず
に
、
ま
し
て『
前
向

き
に
検
討
し
ま
す
』
は
不
信
感
し
か
残

ら
な
い
。
期
日
を
明
確
に
し
、
工
程
表

を
提
出
す
る
等
の
答
弁
が
欲
し
い
。

















































































































































































介
護
予
防
の
現
状
を
問
う
。

左
田
野
健
康
福
祉
課
長
＝
社
協

に
委
託
し
、
介
護
予
防
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

悠湯プラザ　リハビリ風景
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9
月
の
定
例
会
が
終
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
編
集
後
記
を
書
く
難
し
さ
を
痛
感

し
て
お
り
ま
す
。
前
回
、
今
年
の
夏
は

島
根
中
央
高
校
の
快
進
撃
で
熱
く
な
り

ま
し
ょ
う
。
と
書
い
た
と
こ
ろ
、
広
報

が
皆
様
の
お
手
元
に
届
い
た
時
に
は
す

で
に
敗
退
し
て
お
り
ま
し
た
。
寒
い
夏

に
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
方
に
指
摘
を

い
た
だ
き
、
恥
ず
か
し
い
思
い
を
致
し

ま
し
た
が
、
か
な
り
の
人
に
読
ん
で
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
嬉
し

く
も
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
衆
議
院
選
挙
が
終
わ
り
、
民

主
党
の
圧
勝
に
な
り
ま
し
た
。
小
選
挙

区
で
自
民
党
が
独
占
し
た
の
は
、
島

根
・
鳥
取
・
福
井
・
高
知
の
4
県
の
み

で
し
た
。
本
格
的
な
政
権
交
代
が
起
き

た
の
は
、
自
民
党
へ
の
失
望
な
の
か
、

民
主
党
へ
の
期
待
な
の
か
解
り
ま
せ
ん

が
一
つ
言
え
る
こ
と
は
、
メ
デ
ィ
ア
を

味
方
に
つ
け
た
も
の
が
勝
つ
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
後
、
民

主
党
の
政
策
が
地
方
に
も
良
い
影
響
を

お
よ
ぼ
す
よ
う
に
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

実
り
の
秋
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
。

編
集
後
記

島
根
県
西
部
市
町
議
会

議

員

研

修

会

　

８
月
10
日
益
田
市
の
グ
ラ
ン
ト
ワ
に

お
い
て
、
島
根
県
西
部
市
町
議
会
議
員
、

山
口
県
萩
市
議
会
、
益
田
の
医
療
を
守

る
市
民
の
会
出
席
の
も
と
、
今
日
喫
緊

の
議
題
と
な
っ
て
い
る
地
域
医
療
の
問

題
に
つ
い
て
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

島
根
県
参
与 

中
川
正
久
氏
の
現
況
報

告
「
島
根
県
に
お
け
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
医
療
分
野
へ
の
活
用
に
つ
い
て
」、

財
救
急
振
興
財
団
理
事
長 

大
野
慎
一
氏

の
「
政
策
実
現
を
果
た
す
た
め
の
議
会

の
役
割
」
に
つ
い
て
の
講
演
、
日
本
航

空
医
療
学
会
理
事
長 

小
濱
啓
次
氏
の

訃
報
の
お
知
ら
せ

「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
導
入
に
向
け
て
」
の

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
研
修
は
、

今
後
の
医
療
問
題
に
つ
い
て
と
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
導
入
に
つ
い
て
が
主
な
内
容

の
研
修
会
で
し
た
。

と　

き　

平
成
21
年
8
月
17
日
（
月
）

と
こ
ろ　

松
江
市
タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
し
ま
ね

主　

催　

島
根
県
町
村
議
会
議
長
会

『
議
会
だ
よ
り
の
基
本
と
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
の
ポ
イ
ン
ト
』
に
つ
い
て

　

邑
南
町
議
会
広
報
編
集
委
員
長 

日
高

勝
明
氏
の
講
義
を
受
け
、「
編
集
の
五

原
則
」、
㊀
編
集
の
自
主
性
の
確
立　

島
根
県
市
町
村
議
会

広

報

研

修

会

㊁
完
全
公
開
の
貫
徹　

㊂
公
正
・
客
観

性
の
確
保　

㊃
親
し
み
や
す
く
・
お
も

し
ろ
く
・
待
ち
遠
し
い
紙
面　

㊄
住
民

登
場
の
議
会
報
、
以
上
に
留
意
し
皆
さ

ん
に
愛
さ
れ
る
広
報
を
編
集
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

益田市議会研修会

広報研修会
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耐
震
工
事
で
体
育
館
が

使
え
な
い
た
め
、
今
年
度

は
舞
台
発
表
を
悠
邑
ふ
る

さ
と
会
館
に
移
動
し
行
っ

た
。
ま
ず
、
石
原
慎
之
介

生
徒
会
長
に
よ
る
く
す
玉
割
り
で
文
化
祭
が

オ
ー
プ
ン
、
今
年
の
学
園
祭
テ
ー
マ

「U
nlim
ited　

可
能
性
は
無
限
大
∞
」
と
書

か
れ
た
垂
れ
幕
が
現
れ
た
。

　

最
初
の
出
し
物
は
「
江
川
太
鼓
」
３
年
生

の
生
徒
も
参
加
し
て
い
る
江
川
太
鼓
同
好
会

の
皆
さ
ん
が
、
勇
壮
な
太
鼓
の
響
き
を
会
場

一
杯
に
轟
か
せ
た
。
次
は
生
徒
有
志
六
人
に

よ
る
神
楽
公
演
。
卒
業
生
ら
楽
人
四
人
の
協

力
を
得
て
、
六
人
は
「
紅
葉
狩
り
」
を
華
麗

に
舞
っ
た
。
経
験
者
が
四
人
、
初
心
者
が
二

人
と
い
う
中
、
猛
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
た

見
事
な
舞
い
だ
っ
た
。
昼
以
降
は
学
校
に
戻

り
、
バ
ザ
ー
や
各
種
展
示
を
楽
し
ん
だ
。
教

室
棟
前
の
駐
車
場
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
が

焼
き
そ
ば
や
カ

レ
ー
な
ど
の
売
店

を
出
店
、
購
入
待

ち
の
長
い
行
列
が

で
き
て
い
た
。
校

舎
内
で
は
、
２
年

生
に
よ
る
ク
ラ
ス

企
画
、
家
庭
ク
ラ

ブ
や
文
化
部
な
ど

に
よ
る
展
示
・
販

売
が
行
わ
れ
た
。

　

ク
ラ
ブ
活
動　

島
根
中
央
高
校
学
園
祭

島
根
中
央
高
校
学
園
祭

島
根
中
央
高
校
学
園
祭

島
根
中
央
高
校
学
園
祭
開
催
!!

開
催
!!

開
催
!!

島
根
中
央
高
校
で
学
園
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
を
、
同
校
の
新
聞
部
が
作
成
さ
れ
た
記
事
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

島
根
中
央
高
校
で
８
月
30
日
〜
９
月
１
日
に
学
園
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
を
、
同
校
の
新
聞
部
が
作
成
さ
れ
た
記
事
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

文
化
祭

１
日
目

文
化
祭

２
日
目

体育館を使えぬハンデを見事克服

　

２
日
目
も
前
日
同
様
、

午
前
の
会
場
は
悠
邑
ふ
る

さ
と
会
館
。
初
め
に
中
国

大
会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
吹
奏
楽
部
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
。
続
い
て
ク
ラ
ス
対
抗
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
。
ど
の

ク
ラ
ス
も
緊
張

し
つ
つ
も
心
を

一
つ
に
歌
声
を

響
か
せ
て
い

た
。
最
優
秀
賞

を
獲
得
し
た
の

は
三
年
一
組
、

曲
目
は
「
遥

か
」。

　

　

９
月
１
日
（
火
）、
雲

一
つ
な
い
真
っ
青
な
秋
空

の
下
、
初
め
て
３
学
年
そ

ろ
っ
た
島
根
中
央
高
校
と

し
て
の
体
育
祭
が
開
催
さ

れ
た
。
全
学
年
ク
ラ
ス
を
解
体
し
、
抽
選
に

よ
り
黒
、
赤
、
白
の
３
分
団
に
分
か
れ
て
の

対
抗
戦
で
あ
る
。
９
時
15
分
の
選
手
入
場
と

と
も
に
体
育
祭
の
幕
は
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
。

　
「
幼
児
と
風
船
と
り
」「
園
児
と
一
緒
」で
は
、

川
本
保
育
所
の
園
児
ら
が
出
場
。
か
わ
い
ら

し
い
子
ど
も
た
ち
の
が
ん
ば
り
に
見
て
い
る

方
も
自
然
と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
た
。
午
後
に
は
川

本
町
婦
人
会
の
踊
り
、「
中
国
太
郎
」
が
披
露
さ

れ
た
。
グ
ラ
ン
ド
い
っ
ぱ
い
に
大
き
な
円
を
作

り
、
中
央
高
生
も
加
わ
っ
て
一
緒
に
踊
り
を
楽

し
ん
だ
。
そ
の
後
の
種
目
「
地
域
交
流
玉
入
れ
」

に
も
参
加
し
て
頂
い
た
。

　

観
戦
し
て
い
る
方
も
思
わ
ず
力
が
入
っ
た
の

は
、
男
女
の
「
綱
引
き
」
と
男
子
の
「S

T
O
R
Y
 

of the T
A
K
ET
O
R
I

」女
子
の「
タ
イ
ヤ
引
き
」。

分
団
対
抗
の
リ
ー
グ
戦
で
順
位
が
決
ま
る
だ
け

に
、
応
援
す
る
方
も
力
が
入
っ
て
い
た
。
保
護

者
席
か
ら
も
我
が
子
の
い
る
分
団
を
応
援
す
る

お
母
さ
ん
方
の
声
援
が
ひ
と
き
わ
大
き
く
響
い

た
。

　

午
前
の
最
終
種
目
は
「
耐
え
ろ
！
分
団
長
」。

分
団
の
期
待
を
背
に
ひ
た
す
ら
タ
イ
ヤ
を
持
ち

上
げ
続
け
る
。
互
い
に
目
で
牽
制
し
な
が
ら
ひ

た
す
ら
耐
え
る
。
こ
の
死
闘
を
制
し
た
の
は
白

組
田
畑
貴
大
分
団
長
。
勝
利
の
胴
上
げ
で
高
く

舞
っ
た
。

　

体
育
祭
の
花
は
、
や
は
り
午
後
最
初
の
種
目

「
応
援
合
戦
」。
全
校
生
が
こ
の
日
の
た
め
に
連

日
猛
練
習
し
て
き
た
。
特
に
３
年
生
は
デ
コ
、

衣
装
、
応
援
各
担
当
の
中
心
と
な
っ
て
企
画
、

制
作
、
指
導
に
当
た
っ
て
き
た
。
白
組
、
黒
組
、

赤
組
の
順
に
グ
ラ
ン
ド
狭
し
と
披
露
さ
れ
た
集

団
演
技
は
ど
の
組
も
最
高
で
、
観
客
を
存
分
に

楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。

　

体
育
祭
の
最
終

種
目
は
、
全
学
年

男
女
に
よ
る
「
分

団
対
抗
リ
レ
ー
」。

得
点
も
大
き
い
だ

け
に
、
結
果
次
第

で
は
順
位
の
変
動

も
あ
り
得
る
。
大

声
援
を
受
け
て

ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を

切
っ
た
の
は
、
石

原
剛
大
選
手
（
黒

組
）。
興
奮
の
余
韻
も
冷
め
や
ら
ぬ
う
ち
に
、
閉

会
式
が
行
わ
れ
た
。

○
陸
上
部

　

第
55
回
島
根
県
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会

　
　

種
目　

女
子
や
り
投
げ　

　
　
　

１
年
生　

森
田
ひ
と
み

　
　

記
録　

27
ｍ
18　

第
３
位

　

 

平
成
21
年
10
月
10
日
（
土
）
か
ら
11
日
（
日
）

に
岡
山
で
行
わ
れ
る
中
国
大
会
に
出
場

○
吹
奏
楽
部

　

 

２
０
０
９
年
第
15
回
日
本
管
楽
合
奏
コ
ン
テ

ス
ト　

全
国
大
会
出
場

　
【
日
時
】
平
成
21
年
11
月
３
日
（
火
・
祝
日
）

　
【
場
所
】
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル 

大
ホ
ー
ル

 

（
東
京
都
）

○
カ
ヌ
ー
部

　

第
64
回
国
民
体
育
大
会
夏
季
大
会

　
　

ト
キ
め
き
新
潟
国
体　

　

カ
ヌ
ー
競
技
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト

　
【
場
所
】
新
潟
県
長
岡
市

　

少
年
男
子

　
　

カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル　

４
５
０
Ｍ

　
　
　

品
川　

史
明　

準
決
勝
８
位

 

（
準
決
勝
敗
退
）

　
　

カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル　

２
０
０
Ｍ

　
　
　

品
川　

史
明　

準
決
勝
８
位

 

（
準
決
勝
敗
退
）

　

少
年
女
子

　
　

カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル　

４
５
０
Ｍ

　
　
　

百
畑　

美
希　

決
勝
９
位

　
　

カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル　

２
０
０
Ｍ

　
　
　

百
畑　

美
希　

決
勝
９
位
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老
齢
福
祉
年
金
の
お
知
ら
せ

〜 

年
齢
が
93
歳
以
上
（
大
正
５
年
４
月
１
日

以
前
生
ま
れ
）
の
皆
さ
ま
へ
〜

　

老
齢
福
祉
年
金
は
、
国
民
年
金
制
度
が
発

足
し
た
当
時
（
昭
和
36
年
4
月
）、
す
で
に
高

齢
で
あ
っ
た
た
め
に
、
老
齢
年
金
の
受
給
資

格
期
間
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
方
に
対

し
て
支
給
さ
れ
る
年
金
で
す
。

　

こ
の
老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
資
格
が
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
申
請
を
行
っ
て
い
な
い
方

が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ

る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

住
民
課　

72-

０
６
３
２

年
末
調
整
説
明
会
の
開
催

　

平
成
21
年
分
給
与
所
得
者
の
年
末
調
整
の

仕
方
、
法
定
調
書
、
市
町
村
へ
の
給
与
支
払

報
告
書
の
記
載
と
提
出
に
つ
い
て
、
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
事
業
者
の
方
は
ご
出
席
く

だ
さ
い
。

▽
日　
　

時　

平
成
21
年
11
月
16
日
（
月
）

 

午
後
１
時
30
分
か
ら

▽
場　
　

所　

悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館

 

マ
ル
チ
ホ
ー
ル

▽
対
象
地
域　

川
本
町
・
美
郷
町

【
問
い
合
わ
せ
】

　

役
場
住
民
課　

72-

０
６
３
２

　

浜
田
税
務
署　

０
８
５
５-

22-

０
４
５
８

国
民
年
金
収
納
業
務
の
民
間
委
託
の
実
施

　

平
成
21
年
10
月
１
日
か
ら
、
島
根
県
内
に

お
け
る
国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
業
務
は
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
改
革
法
に
基
づ
い
て
一
般
競

争
入
札
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
民
間
業
者
に
委

託
し
て
行
い
ま
す
。

　

業
務
内
容
は
、
保
険
料
未
納
者
へ
の
電
話
・

文
書
・
訪
問
に
よ
る
納
付
督
励
及
び
免
除
勧

奨
業
務
等
で
す
。

　

な
お
、
民
間
委
託
業
者
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

マ
ー
ク
等
の
取
得
業
者
で
あ
る
と
と
も
に
、

個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
き
適
切
な
管
理
を

徹
底
し
て
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
安

心
く
だ
さ
い
。

「
日
本
年
金
機
構
」
が

 

来
年
１
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
！

〜 

社
会
保
険
庁
が
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
「
日

本
年
金
機
構
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
〜

　

国
民
の
皆
様
の
信
頼
に
応
え
、
い
っ
そ
う

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
実
現
を
目
指
し
、
社
会

保
険
庁
は
組
織
・
人
員
を
一
新
し
、「
日
本
年

金
機
構
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

・ 

現
在
あ
る
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
は
、

新
た
に
「
年
金
事
務
所
」
と
名
称
が
変
わ

り
ま
す
が
、
年
金
相
談
な
ど
の
窓
口
と
し

て
引
き
続
き
ご
利
用
頂
け
ま
す
。

・ 

日
本
年
金
機
構
の
設
立
に
伴
い
、
国
民
の

皆
様
方
に
何
ら
か
の
手
続
き
を
し
て
い
た

だ
く
必
要
は
一
切
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、

ご
安
心
く
だ
さ
い
。

★
公
的
年
金
の
運
営
業
務

 

…
日
本
年
金
機
構
へ

★
公
的
年
金
の
財
政
責
任
・
運
営
責
任

 

…
厚
生
労
働
省
へ　

　

毎
年
恒
例
の
「
川
本
町
産
業
祭
」
を
11
月
１
日
（
日
）
午
前
９
：
30

か
ら
中
央
大
通
り
に
開
催
い
た
し
ま
す
。
今
年
の
産
業
祭
は
、
川
本
警

察
署
に
よ
る
「
エ
ア
バ
ッ
ク
体
験
」「
子
ど
も
免
許
証
」
の
発
行
や
、

神
楽
（
三
原
神
楽
団
）、
餅
ま
き
、「
ま
げ
な
ス
イ
ー
ツ
市
」
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

第
33
回
川
本
町
産
業
祭
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

 

9
：
30　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　
　
　
　
　

川
本
小
学
校
鼓
笛
隊
演
奏

 

11
：
00　

Ｊ
Ａ
島
根
お
お
ち
農
協
に
よ
る
餅
ま
き

 

11
：
30　

ま
げ
な
ス
イ
ー
ツ
市
販
売
開
始

 

13
：
00　

省
エ
ネ
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
抽
選
会

 

13
：
30　

神
楽
「
塵
輪
」　

三
原
神
楽
団

 

14
：
30　

婦
人
会
踊
り

　　

会
場
全
体
で
は
、
川
本
警
察
署
に
よ
る
パ
ト
カ
ー
等
の
展
示
や
各
種

団
体
の
テ
ン
ト
市
が
ご
ざ
い
ま
す
。

 
第
33
回 

川
本
町
産
業
祭 

開
催
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　平成20年度普通会計（注１）の
歳入決算額は前年度と比べ13.2％
減の33億6,586万円（前年度より５

億1,328万円の減）、歳出決算額も13.6％減の33億3,027万円（前年度より５億2,314
万円の減）となりました。大幅な減少となった主な要因は平成18年度及び19年
度に発生した災害復旧事業が減少したことによるものです。
　財政構造の弾力性を示す経常収支比率（注２）については、前年度より3.4％
減の93.1％となり、やや改善したものの、依然危険ラインの90%を超過してい
ます。また借金の返済にあたる公債費の財政負担度合いを判断する指標として
用いられる実質公債費比率（注３）は、これまでの地方債残高を減らす取り組
み効果により、22.0％と昨年度より2.7％降下しました。
　しかし川本町の財政については、依然として厳しい状況が続いており、今後
とも健全化に向けた取り組みを続けていくことが必要です。

　歳入　33億6,586万円
　全体では前年度比13.2％減。町税は前年度に比べて192万円（前
年度比0.5％増）増収に。歳入の６割を占める地方交付税は悠邑
ふるさと会館建設償還負担金への算入分が減少したものの、新
設された地方再生対策費が算入され3,662万円（前年度比1.8％増）
増額となりました。しかし自主財源としての町税は歳入全体の
１割程度であり、国・県の補助金や地方交付税に依存した財政
状況であることが浮き彫りとなっています。

　全体では前年度比13.6％減。人件費、扶助費、公債費を含めた
義務的経費（注４）は13億9,005万円となり、19年度に実施した
繰上償還がなくなったことが大きく影響し前年度比18.1％減とな
りました。普通建設事業費と災害復旧事業費を含めた投資的経費
（注５）は３億3,115万円、平成18年度及び19年度に発生した災害
復旧事業費の減少により前年度比50.7％減となりました。その他
の経費は16億907万円（前年度比8.4％増）となりました。

歳出　33億3,027万円　

総 務費…悠邑ふるさと会館建設償還負担金（１億7,251万
円）、財政調整基金積立金（5,060万円）、減債基金積立
金（１億2,144万円）悠邑ふるさと会館運営費負担金
（3,579万円）、生活バス路線確保対策関連（786万円）
民 生費…保育所運営費（１億1,457万円）、介護保険事業
負担金（8,508万円）、養護老人ホーム措置費（6,283万円）、
後期高齢者医療会計繰出金（8,481万円）、老人保健特
別会計繰出金（1,301万円）、国民健康保険事業特別会
計繰出金（3,771万円）
衛 生費…事務組合負担金〔し尿及びゴミ処理〕（２億9,548
万円）、簡易水道事業特別会計繰出金（3,206万円）、邑
智病院運営費負担金（2,227万円）
農 林水産業費…農業集落排水処理事業特別会計繰出金
（4,869万円）、地籍調査費（1,880万円）、中山間地域等

直接支払事業（3,097万円）、農林業振興施設管理費〔弥
山荘、道の駅、笹遊里〕（2,158万円）
商 工費…川本町商工会補助金（291万円）、観光関連経費
（729万円）
土 木費…弓市地区歩道整備事業費（500万円）、町営住宅
工事費（385万円）、東光台道路用地購入費（2,224万円）
消 防費…江津邑智消防組合負担金（１億928万円）、消防
団関連経費（305万円）
教 育費…音戯館運営費（4,174万円）、小中学校関連経費
（3,474万円）、スクールバス運行費（2,343万円）、学校
給食費（2,070万円）、外国語指導助手〔ALT〕事業（965
万円）
災 害復旧費…平成18年度災害（8,775万円）、平成19年度
災害（１億2,133万円）

普通会計の主な使い道

普 通 会 計

補助費等
24.6%

災害復興
事業費
6.3%

普通建設
事業費
3.6%

公債費
18.7%

物件費
9.4%

扶助費
8.0%

繰出金
8.6%

その他
5.7% 人件費

15.1%

投資的
経費
9.9%

その他
経費
48.3%補助費等

24.6%

災害復興
事業費
6.3%

普通建設
事業費
3.6%

公債費
18.7%

物件費
9.4%

扶助費
8.0%

繰出金
8.6%

その他
5.7% 人件費

15.1%

義務的
経費
41.8%

投資的
経費
9.9%

その他
経費
48.3%

国庫支出金
7.4%

県支出金
5.2%

町債
4.6% 町税

10.7%

依存財源
81.0%

地方交付税
60.7%

国庫支出金
7.4%

県支出金
5.2%

町債
4.6%

その他
3.1%

町税
10.7%

繰入金 0.6%

その他 2.4%

諸収入 3.0%
使用料 2.3%

依存財源
81.0%

地方交付税
60.7%

自主財源
19.0%

平成20年度末 地方債残高 42億3,511万円　平成20年度末 基金残高 ６億1,074万円
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普 

通
会
計
（
注
１
）
…
公
営
事
業
会

計
以
外
の
会
計
を
統
合
し
て
一
つ

の
会
計
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
。

本
町
に
お
い
て
は
一
般
会
計
と
住

宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会

計
を
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

経 

常
収
支
比
率
（
注
２
）
…
財
政
の

弾
力
性
（
ゆ
と
り
）
を
見
る
た
め

の
指
標
。
使
途
を
制
限
さ
れ
な
い

経
常
的
な
収
入
（
地
方
税
、
普
通

交
付
税
等
の
毎
年
収
入
さ
れ
る
性

質
の
収
入
）
に
対
す
る
経
常
的
な

支
出
（
人
件
費
、
公
債
費
、
扶
助

費
等
の
毎
年
経
常
的
に
支
出
さ
れ

る
も
の
）
の
割
合
が
低
い
ほ
ど
、

財
政
に
ゆ
と
り
が
あ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
状
況
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応

で
き
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。

実 

質
公
債
費
比
率
（
注
３
）
…
公
営

企
業
（
簡
易
水
道
、
農
業
集
落
排

水
処
理
）
が
発
行
し
た
地
方
債
の

元
利
償
還
金
に
対
す
る
繰
出
金
や

一
部
事
務
組
合
が
発
行
し
た
地
方

債
の
元
利
償
還
金
に
対
す
る
負
担

金
な
ど
を
算
入
し
た
、
川
本
町
の

実
質
的
な
公
債
費
へ
の
財
政
負
担

の
程
度
を
示
す
指
標
。
比
率
が

18
％
以
上
に
な
る
と
、
町
債
の
発

行
に
つ
い
て
国
の
許
可
が
必
要
に

な
り
、
25
％
以
上
に
な
る
と
町
債

の
発
行
に
制
限
が
か
か
り
ま
す
。

義 

務
的
経
費
（
注
４
）
…
家
計
に
お

け
る
住
宅
ロ
ー
ン
の
支
払
い
の
よ

う
に
、
地
方
公
共
団
体
の
歳
出
の

う
ち
、
そ
の
支
出
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
て
、
任
意
に
削
減
す
る
こ

と
が
難
し
い
経
費
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
人
件
費
、
扶
助
費
及
び
公

債
費
の
三
つ
が
こ
れ
に
含
ま
れ
ま

す
。

投 

資
的
経
費
（
注
５
）
…
道
路
、
学

校
、
住
宅
等
の
建
設
等
行
政
水
準

の
向
上
に
直
接
寄
与
す
る
普
通
建

設
事
業
費
や
災
害
復
旧
事
業
費
な

ど
で
す
。

　

経
常
収
支
比
率
の
推
移
、
町
税
の

収
入
状
況
さ
ら
に
基
金
等
が
減
少
し

て
き
て
い
る
現
状
を
考
慮
す
る
と

き
、
全
体
と
し
て
財
政
規
模
が
縮
小

す
る
こ
と
は
さ
け
ら
れ
な
い
状
況
に

あ
り
、
今
後
一
層
の
諸
経
費
の
節
減

に
努
め
る
と
と
も
に
、
行
政
施
策
の

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
政
運
営
に

取
り
組
ま
れ
た
い
。
特
に
高
額
な
融

資
及
び
補
助
金
等
を
交
付
し
た
事
業

に
つ
い
て
は
事
業
内
容
の
把
握
等
を

行
い
、
そ
の
実
績
の
検
証
を
行
い
財

政
の
効
率
化
に
努
め
（
収
支
均
衡
）

財
政
運
営
の
維
持
を
図
る
必
要
が
あ

る
。

　

町
税
に
つ
い
て
、
徴
収
対
策
会
議

を
計
画
的
に
開
催
し
全
庁
的
な
取
り

組
み
と
し
て
、
情
報
の
収
集
や
各
課

の
連
携
を
図
り
、
管
理
職
に
よ
る
徴

収
を
実
施
し
滞
納
整
理
を
お
こ
な
っ

て
い
る
が
尚
一
層
の
努
力
を
さ
れ
た

い
。

　

平
成
19
年
度
決
算
よ
り
自
治
体
財

政
健
全
化
法
に
基
づ
き
新
た
な
指
標

が
義
務
付
け
ら
れ
た
四
つ
の
財
政
指

標
は
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
が
、
財

政
の
硬
直
化
を
示
す
経
常
収
支
比
率

は
93
・
1
％
と
依
然
と
厳
し
い
財
政

状
況
が
続
い
て
い
る
。
今
後
指
標
の

数
値
が
基
準
値
を
一
つ
で
も
上
回
れ

ば
早
期
健
全
化
基
準
や
、
財
政
再
生

基
準
の
計
画
を
行
う
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
今
後
の
財
政
運
営
に
は
慎
重

を
期
さ
れ
た
い
。

川
本
町
監
査
委
員
審
査
意
見
（
抜
粋
）

特 別 会 計

◆国民健康保険事業　220万円の黒字

 歳 入 　 ５億6,403万円（前年比07.3％増）

 H19
 H20

国民健康保険税 7,332万円（前年比34.0％減）
一般会計からの繰入金 3,771万円（前年比12.1％減）
前期高齢者交付金 １億3,670万円（H20新規歳入）　

 歳 出 　 ５億6,183万円（前年比07.4％増）

 H19
 H20

保険給付費 ４億95万円（前年比18.3％増）

◆老人保健事業特別会計　±０円

 歳 入 　 9,625万円（前年比88.2％減）

 H19
 H20

支払基金交付金 4,452万円（前年比89.1％減）
一般会計からの繰入金 1,301万円（前年比84.1％減）

 歳 出　 9,625万円（前年比88.2％減）

 H19
 H20

医療諸費 8,049万円（前年比90.0％減）
※ 老人保健事業は後期高齢者医療制度へ移行したことにより、大幅な減
となっております。

◆後期高齢者医療特別会計　±０円

 歳 入 　 １億1,071万円（H20年度制度開始）

後期高齢者医療保険料 3,103万円（H20年度制度開始）
一般会計からの繰入金 7,964万円（H20年度制度開始）

 歳 出　 １億1,071万円（H20年度制度開始）

後期高齢者医療広域連合納付金 １億907万円（H20年度制度開始）

◆簡易水道事業特別会計　62万円の黒字

 歳 入 　 １億3,706万円（前年比36.7％減）

 H19
 H20

水道使用料 8,674万円（前年比02.6％減）
一般会計からの繰入金 3,206万円（前年比21.3％減）

 歳 出 　 １億3,644万円（前年比36.6％減）

 H19
 H20

事業費 １億2,034万円（前年比43.5％減）

◆農業集落排水処理事業特別会計　±０円

 歳 入 　 １億948万円（前年比05.0％増）

 H19
 H20

集排使用料　 609万円（前年比00.5％増）
一般会計からの繰入金 4,869万円（前年比10.3％増）
町債　 5,370万円（前年比01.3％増）

 歳 出 　 １億948万円（前年比05.0％増）

 H19
 H20

事業費 １億948万円（前年比05.0％増）

健全化判断比率 平成20年度 早期健全化
基　　　準

財政再生
基　　準

実質赤字比率 －％ 15.0% 20.0%
連結実質赤字比率 －％ 20.0% 40.0%
実質公債費比率 22.0% 25.0% 35.0%
将来負担比率 138.5% 350.0%

※ 実質赤字比率、連結実質赤字比率は黒字のため「－」で表示しています

資金不足比率 資金不足
比　　率

経営健全化
基　　　準

簡易水道事業 －％ 20.00%
農業集落排水処理事業 －％ 20.00%

※ 実質的な資金不足額は生じていません

健全化判断比率及び資金不足比率

用　

語　

解　

説



特定健診を受診しましょう！特定健診を受診しましょう！
平成21年度　目標受診率45％
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　今年度の特定健診が終わりましたが、結果はいかがだったでしょうか。
　川本町では、平成21年度の特定健診の受診率の目標を45％と設定していました。しかし、地域で
の集団健診が終わり、今年度の受診率をみてみると35％と目標値よりかなり低い状況です。
　そこで、集団健診を受診できなかった方を対象に、９月１日から10月31日まで、加藤病院と加藤
クリニックにおいて下記のとおり特定健診を実施していますので受診されますようよろしくお願いし
ます。

■対 象 者　　　40歳から74歳までの国民健康保険加入者
■日　　時　　　９月１日～10月31日

加　藤　病　院 加藤クリニック
曜　　日 月・火・水・金 月～土
受付時間 13：00～ 15：30 ８：00～ 10：30

予約が必要です。
℡　72－0640

予約は必要ないです。
℡　72－2311

　
■検査内容　　　身体計測・血圧測定・尿検査・血中脂質検査・肝機能検査・血糖検査・診察
■料　　金　　　1,500円
■持参するもの　保険証・受診券・問診票・健康手帳
■注意事項　　　午前に受診される方は、前日夜９時以降は食事をとらずに受診してください。
　　　　　　　　午後に受診される方は、当日の昼食をとらずに受診してください。
　　　　　　　　水とお茶は飲まれてもよいです。
　　　　　　　　薬は主治医と相談して服用してください。

　川本町では、昨年度「食育推進計画」を策定ました。今年度の重点目標として、①朝食を欠食
する人の減少　②野菜の摂取量の増加　という２点に特に力を入れて取り組んでいきます。
　そこで、みなさんに今よりたくさん野菜を食べていただけるように、２ヶ月に１回、おいしい
野菜料理のレシピを紹介していきますのでご期待ください。

おいしく！お野菜レシピ♪　◇◆切り干し大根のごまあえ◆◇
　【材料】４人分
　　切り干し大根　15g
　　ほうれん草　　１束（200g）
　　しいたけ　　　３枚
　　すりごま　　　大さじ３
　　砂糖　　　　　小さじ１～２
　　醤油　　　　　大さじ1.5
　　だし汁　　　　大さじ1.5

【作り方】
　①  切り干し大根は洗って、15分ほど水にもどし、ぎゅっと

水気をしぼる。
　②  ほうれん草はさっとゆでて冷水にとり、3cm長さに切っ

て、水気をしぼる。
　③ しいたけは網でこんがりと焼いて、千切りにする。
　④  ボウルにすりごま、砂糖、醤油、だし汁をあわせて、あ

え衣を作り、①②③を和える。

体にいい効果　切り干し大根をプラスして栄養効果倍増！
　切り干し大根には食物繊維が豊富で、お通じを良くし、動脈硬化を予防する効果が
あります。腸をきれいにし、美肌効果やダイエットも期待できます。他にも、二日酔
いで弱った肝臓や胃を回復する、体を温め冷えを予防するなどの働きもあります。
　栄養効果の高い切り干し大根は毎日の食生活に積極的に取り入れたい食材です。
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新型インフルエンザ対策について
　新型インフルエンザは、県内でも継続して感染が確認されています。今冬に向けて季節性インフル
エンザと新型インフルエンザが重なって流行するものと考えられています。
　新型インフルエンザの感染経路は、季節性インフルエンザと同様で、咳やくしゃみに含まれるイン
フルエンザウイルスの飛沫からの感染が主な感染経路です。ウイルスが付着した手で口や鼻を触るこ
とで感染することもあります。

　　そこで感染をしない、させないために

マスク…咳エチケットを守りましょう。
　　　　熱、咳、くしゃみ等の症状のある人は必ずマスクを着けましょう。
手洗い…水と石けんを使って15秒以上洗いましょう。
　　　　洗った後は水分を十分にふき取りましょう。
うがい…外出から帰った後や、のどに不快感や炎症があるときはうがいをしましょう。

対策１…日頃から健康管理に努めましょう。
　予防接種で防げる病気は、普段からきちんとワクチンを受けておきましょう。新型インフルエン
ザで外来が混雑しているときは、予防接種を行う余裕もなく外来で感染する可能性もあります。そ
して、栄養バランスのとれた食事と十分な休息で、抵抗力をつけておくことも大切です。

対策２…流行に備え備蓄しておきましょう。
　流行が始まれば、おさまるまでには最低２か月はかかるといわれています。その間無用の感染機
会を減らすためにも、できるだけ外出しなくていいように食料品や日用品を防災の備蓄品とともに
準備しておきましょう。
　・マスク→25枚程度（やむを得ず外出する場合着けましょう）
　・食糧→長期保存可能なもの（主食類、飲料水、缶詰、レトルト食品等）
　・日用品、医療品→常備薬（胃薬、絆創膏、持病の処方薬等）

　
　　家族の誰かが発症し家庭で看病する場合の対策

咳エチ ケット→感染者自身もマスクをして、自分で感染を広げないように最大限の注意をはらいま
しょう。

換気→窓を開けて空気の入れ換えを頻繁にしましょう。
ドアノ ブなどの消毒→患者が頻繁に触れるドアノブやトイレの便座などは、消毒剤を使ってふき取

り掃除をしましょう。〔漂白剤（次亜塩素酸ナトリユウム）又は消毒用アルコール〕
できれば個室で療養→患者は極力、個室で静養し他の家族と生活空間を分けると理想的です。

　急な発熱とせき、または、のどの痛みなどインフルエンザの様な症状がある方は受診する
前に、まず「医療機関」へ連絡してください。
　すべての医療機関で受診できますが感染拡大を防止するため、医療機関にまず「電話連絡」
し指示を受けマスクを着けて受診してください。

　　65歳以上の方へ

　今年度も予防接種法により、65歳以上の方を対象に季節性インフルエンザ予防接種のお知らせをし
ています。体調の良いときにできるだけ早めに予防接種を受けましょう。



かわもと図書館　Tel.0855-72-0025  Fax.0855-72-1061 E-mail : kawamoto-l ibrary@kawamoto-town.jp

ブックカートとベビーカートを設置しました

第４回 川本町
読書感想作品展覧会
第４回 川本町
読書感想作品展覧会
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10月27日～ 11月９日
川本町読書週間

いいお顔のひろば～ミニ読書会～
わらべうたを楽しもう！

　あいあいの家の方と交流
し「わらべうた」を楽しみま
しょう。絵本の読み聞かせ、
本の貸出も行います。

日　時：11月６日（金）10：00～ 11：30
場　所：あいあいの家
内　容：わらべうた、読み聞かせ、本の貸出
持参品：貸出カード、お茶
対　象：在宅保育の親子
要申込：10月31日（土）締切
問合せ： 子育て支援センター　☎72－0170
　　　　かわもと図書館　　　☎72－0025
※都合により場所を変更する場合があります

図書館職場体験者図書館職場体験者
 おすすめの本!! おすすめの本!!
　７～９月にかけて、２名の中学生と３名の学校教
諭が、当館で職場体験をされました。皆さんにおす
すめの本を紹介していただきました。
　10月号と11月号に渡って掲載します。

ハリー・ポッターシリーズ
 J.K．ローロング著　松岡享子訳（静山社）児童書
　私は、この本を読んで、たくさんの勇気をもらい
ました。
　このシリーズは、読めば読むほど、ハリー・ポッター
ワールドへ入り込んでいき、自分が魔法を使ってハ
リー達と冒険をしているみたいになれる作品です。
　みなさん！是非ハリー・ポッターシリーズを読ん
でみてください！ （川本中学校３年　中島彩）

天山の巫女ソニン　１
 菅野雪虫著（講談社）児童書
　生まれてすぐ天山の巫女となったソニン。しかし、
素質がないと里に帰されてしまいます。そんなソニ
ンを待ち受けていた運命に翻弄されつつも、誠実に
力強く生きる少女の姿にとても勇気をもらえます。
一度読みだすと止まらない、最高のファンタジーで
す。 （桜江中学校３年　中川明香里）

　子ども連れのご家族や重た
い荷物を持つことが困難な方
にも、図書館をより快適にご
利用いただくために設置しま
した。
　悠邑ふるさと会館の入口２
カ所に１台ずつ設置していま
す。どうぞご利用ください。

川本町では、秋の読書週間を川本町読書週間として
います。
本からいろいろな発見をしませんか。おすすめの
本を展示貸出しています。

10月27日～ 11月９日
川本町読書週間

　読書週間中に本の魅力を味わい、読後の感動を絵画、
帯附、ポスターなどの形で表現してみませんか？

１．募集期間　10月27日（火）～ 11月15日（日）
２．展示期間・会場　11月16日（月）～12月13日（日）
　　　悠邑ふるさと会館
３．応募資格　居住地及び年齢資格制限無し
４．応募区分
　　 自由読書（選定図書はありません。絵本、紙芝居、小説、
エッセイなど自由。）

　　形態： 感想画、帯附、紹介ポスター（ポップ）、ブッ
クカバー、しおり

　　①保育所・学校の部
　　　 　保育所、小学校、中学校、高等学校のクラスで

取り組み応募。
　　②個人の部
　　　 　子ども・大人いずれも可。個人または家族で取

り組み応募。
５．用紙・画材
　　 　用紙は、画用紙・ケント紙・キャンパスボードなど、
種類・サイズいずれも自由。

　　 　絵具は、クレヨン・パステル・水彩・油絵具など自由。
版画・貼り絵も可。

詳しくは、図書館へお問い合わせ下さい。

 作品募集
！



お問い合わせ：悠邑ふるさと会館　Tel.0855-72-0001

南こうせつさんと共演する
「川本町合唱団（43人）」の練習風景▶
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悠邑ふるさと会館　10月下旬～ 11月催し物案内
10　月

大ホール 24日（土）

川本中学校吹奏楽部オータムコンサート
　午後２時～４時
　入　場　無　料
演 奏 曲／海鳴り、スリラー外８曲　３部構成
賛助出演／島根県立島根中央高校吹奏楽部　悠邑ふるさと楽団

11　月

大ホール

８日（日）

芸術の秋「わたしの弾くスタインウェイ」（ピアノ発表会）
　午前10時～午後４時（終了予定）
　入　場　無　料
　会館所有のピアノの名器「スタインウェイ」を弾く企画に県内
外40人のアマチュアピアニストが参加。
　奏者が思い思いの曲を一流ピアニストになりきって演奏します。
〔演奏時間の都合上４時までに終了することがあります。ご了承ください。〕

14日（土）

八代亜紀ふれあいコンサート
　昼夜２回公演　14：00～、18：30～
　入場券好評取扱中！
　Ｓ席　4,500円　Ａ席　4,000円
主　催：八代亜紀ふれあいコンサート実行委員会
後　援：川本町、川本町教育委員会、山陰中央テレビ

28日（土）

川本小学校学習発表会
　午前９時～午後０時
　入　場　無　料
　川小児童たちが、日頃の学習成果を悠邑ふるさと会館大ホール
で発表します。

全　　館
（大ホール除く）

３日（火）
〜

４日（水）

悠邑ふるさと総合文化展
　３日／午前10時～午後４時　４日／午前10時～午後３時
　入　場　無　料
展示作品　 書道、絵画、手工芸品、高齢者グループ作品等　お茶

席あり
主　催：悠邑ふるさと文化連盟
後　援：川本町教育委員会、山陰中央新報社

チケット販売情報　　販売場所／悠邑ふるさと会館（川本町教育委員会）
☆八代亜紀ふれあいコンサート（前記）
☆宝くじまちの音楽会
　「南こうせつ with ウー・ファン　～心のうたコンサート～」
　　全席指定　一般　2,000円　高校生以下　1,000円
　※前売りにて完売の場合は、当日券はありません。
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会

 

（
後
援
：
最
高
裁
判
所
）

【
問
い
合
わ
せ
】
川
本
裁
判
所

 

☎
０
８
５
５

－

72

－

０
０
４
５

し
ま
ね
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
開
催

▽
日　

時　

平
成
21
年
11
月
21
日
（
土
）

▽
場　

所　

く
に
び
き
メ
ッ
セ

　
　
　
　
（
松
江
市
学
園
南
１
丁
目
２

－

１
）

▽
対
象
者

　

 　

２
０
１
１
年
３
月
卒
業
予
定
の
大
学
、

短
大
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
の
学

生
及
び
そ
の
保
護
者
の
方

▽
内　

容

　

就
職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー 

11
〜
12
時　
　

　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

13
〜
14
時
半　

　

個
別
企
業
説
明 

14
時
半
〜
17
時

▽
参
加
企
業

　

 　

10
月
中
旬
頃
か
ら
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し

ま
ね
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
順
次
掲
載

【
問
い
合
わ
せ
】

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

 

☎
０
８
５
２

－

28

－

０
６
９
１

 
http://w

w
w
.jobcafe

－shim
ane.jp/

交
通
遺
児
等
育
成
金
貸
付
及
び

 

介
護
料
支
給
に
つ
い
て

● 

自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
さ
れ
た
方
、
重

度
の
後
遺
障
害
に
な
ら
れ
た
方
の
お
子
様

（
０
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
）
に
対
し
て
次

の
条
件
で
「
無
利
子
」
の
育
成
資
金
を
お

貸
し
し
て
い
ま
す
。

▽
貸
付
申
込
者

　

お
子
様
を
扶
養
し
て
い
る
保
護
者

▽
貸
付
金
額
（
お
子
様
一
人
に
つ
き
）

　

は
じ
め
に
一
時
金 

１
５
５
、０
０
０
円

　

貸
付
期
間
中 

２
０
、０
０
０
円

　

小
中
学
校
入
学
支
度
金 

４
４
、０
０
０
円

▽
貸
付
期
間

　

貸
付
決
定
の
月
〜
中
学
卒
業
の
月
ま
で

▽
返
還
期
間

　

 　

中
学
卒
業
後
、
一
年
据
え
置
い
て
か
ら

月
賦
等
に
よ
る
20
年
以
内
の
均
等
払
い
。

但
し
、
高
校
・
大
学
等
へ
進
学
し
た
場
合
、

在
学
中
は
返
還
猶
予

● 

自
動
車
事
故
に
よ
り
頭
部
又
は
脊
髄
に
損

傷
を
受
け
重
度
の
後
遺
障
害
を
遺
し
、
常

時
又
は
随
時
介
護
を
要
す
る
方
へ
介
護
料

を
支
給
し
て
い
ま
す
。

▽
受
給
資
格
者

　

 　

自
賠
責
認
定
通
知
書
が
１
級
１
号
・
２

号
又
は
２
級
１
号
・
２
号
の
方
（
平
成
14

年
３
月
31
日
以
前
に
つ
い
て
は
、
１
級
３

号
・
４
号
の
方
）、
及
び
こ
れ
と
同
等
で

あ
る
と
判
断
し
た
方

▽
申
請
者

　

 　

受
給
資
格
者
の
法
定
代
理
人
、
又
は
扶

養
し
て
い
る
方

▽
介
護
料

　

 　

月
額
２
９
、２
９
０
〜
１
３
６
、８
８
０

円
の
範
囲
で
症
状
に
応
じ
て
支
給

▽
支
給
期
間

　

 　

申
請
書
類
受
理
の
月
〜
介
護
料
を
支
給

す
る
事
由
が
消
滅
し
た
月
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】
松
江
市
母
衣
町
55
番
地

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
根
支
所

 

☎
０
８
５
２

－
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－

４
８
８
０
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０
８
５
２

－
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７



（
図
書
館
休
館
日
）

（
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）

■
産
業
祭

■
か
わ
も
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
秋

  

Ⓖ
資
源
物
・
不
燃
物
収
集

（
 因
原
・
三
大
字
・
多
田
・
久
座
仁
・

谷
戸
・
三
島
・
笹
畑
）

■
文
化
の
日

♪
悠
邑
ふ
る
さ
と
総
合
文
化
展

♪
悠
邑
ふ
る
さ
と
総
合
文
化
展

●
西
小
学
校
移
動
図
書

　
12:20

～
14:00

Ⓖ
資
源
物
・
不
燃
物
収
集

　（
因
原
を
除
く
川
本
南
）

■
あ
い
さ
つ
の
日

●
因
原
保
育
所
移
動
図
書

Ⓖ
資
源
物
・
不
燃
物
収
集

（
 西
・
八
幡
・
三
原
・
田
窪
・
南
佐
木
・

親
和
・
湯
谷
・
三
俣
）

●
 ミ
ニ
読
書
会
 

　
10：

00
～
11：
30

●
川
本
北
保
育
所
移
動
図
書

●
中
学
校
文
化
祭

三
上
医
院
・
加
藤
病
院

星
ヶ丘
ク
リ
ニッ
ク・
加
藤
ク
リ
ニッ
ク

（
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）

■
萬
菜
市

♪
ピ
ア
ノ
発
表
会

　「
わ
た
し
の
弾
く
ス
タ
ン
ウ
ェ
イ
」

■
 健
康
相
談
（
北
公
民
館
・
親
和
集

会
所
・
西
公
民
館
・
川
本
町
役
場
）

●
小
・
中
学
校
：（
～
16日

）
   ノ
ー
メ
デ
ィ
ア
運
動
期
間

●
 在
宅
児
：
因
原
保
育
所
お
出
か
け

保
育

■
 子
育
て
の
つ
ど
い
（
ク
ッ
キ

ン
グ
）・
小
児
生
活
習
慣
予

防
（
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

　
9:00

～
12:00

●
川
本
西
小
学
校
：
西
っ
子
駅
伝

●
三
原
小
学
校
移
動
図
書

　
12:10

～
14:10

■
町
一
周
駅
伝
大
会

●
こ
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
級

　（
祭
り
寿
司
）

♪
八
代
亜
紀
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

星
ヶ
丘
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
波
多
野
診
療
所
 

（
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）

■
し
ま
ね
家
庭
の
日

Ⓖ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
収
集
（
川
本
南
）
●
 在
宅
児
：
川
本
北
保
育
所
お

出
か
け
保
育

■
 料
理
教
室
（
三
原
）

　
10:00

～
14:00

Ⓖ
紙
容
器
包
装
収
集
（
川
本
南
）

Ⓖ
紙
容
器
包
装
収
集
（
川
本
北
）
■
食
育
の
日

●
第
7回
悠
々
大
学

■
乳
幼
児
相
談

　（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
）

　
10:00

～
12:00

●
川
本
保
育
所
：
発
表
会

　（
お
た
の
し
み
か
い
）

河
野
医
院
・
加
藤
病
院

（
図
書
館
休
館
日
）

（
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）

●
川
本
西
小
学
校
：
学
習
発
表
会
■
勤
労
感
謝
の
日

■
料
理
教
室
（
因
原
）

　
10:00

～
12:00

■
子
育
て
の
つ
ど
い

　
10:00

～
13:00

　
(サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

Ⓖ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
収
集
（
川
本
北
）

●
西
小
学
校
移
動
図
書
　

　
12:20

～
14:00

●
在
宅
児
：
ア
ー
ト
デ
ー

●
三
原
小
学
校
移
動
図
書

　
12:10

～
14:10

■
サ
ポ
セ
ン
相
談
会

　
9:0
0
～
13:0

0
■
地
域
子
ど
も
教
室
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

　
16:0

0
～
（
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

●
川
本
小
学
校
：
学
習
発
表
会

■
川
本
北
保
育
所
移
動
図
書

邑
智
病
院
・
加
藤
病
院

邑
智
病
院
・
大
和
診
療
所

（
図
書
館
休
館
日
）

●
三
原
小
学
校
：
学
習
発
表
会

●
ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン
（
社
協
）

　
移
動
図
書
館

　
10:15

～
11:00

■
第
３
回
お
す
す
め
の
本
勉
強
会

前
眼
科
医
院
・
加
藤
病
院

《
1
1
月
の
納
税
》

◆
国
民
健
康
保
険
税

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

《
1
0
月
の
納
税
》

◆
町
県
民
税
　
◆
国
民
健
康
保
険
税

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
 

11月
2
日
ま
で

※
町
税
は
必
ず
納
期
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
～
大
腸
が
ん
の
検
診
を

　
　
　
受
け
ま
し
ょ
う
！
～

10月
末
ま
で
健
康
福
祉
課
で
申
込
み
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
料
金
400円

）

く
ら
し
の
情
報カ
レ
ン
ダ
ー

■
：
一
般
行
事
　

●
：
学
校
行
事
関
係
　

♪
：
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
行
事
　

：
休
日
診
療
情
報
（
10:00

～
16:00）　

Ⓖ
：
 ゴ
ミ
収
集
（
川
本
北
：
久
座
仁
・
多
田
・
三
島
・
西
・
谷
戸
・
三
俣
・
湯
谷
・

笹
畑
・
親
和
・
南
佐
木
・
田
窪
・
三
原
・
八
幡
・
三
大
字
）（
川
本
南
：

上
新
町
・
中
新
町
・
下
新
町
・
元
町
・
本
町
・
日
の
出
・
天
神
町
・
中
倉
・

谷
・
市
井
原
・
長
原
・
矢
谷
・
木
路
原
・
日
向
・
因
原
・
芋
畑
・
双
葉
）  



　
発
行
／
川
本
町
役
場
　
　
編
集
／
政
策
推
進
課

〒
696―8501 島

根
県
邑
智
郡
川
本
町
大
字
川
本
545
番
地
1　
　
　
TEL.0855-72-0634 FAX.0855-72-0635

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　
http://w

w
w.kaw

am
oto-tow

n.jp/　
E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
kaw
am
oto@

kaw
am
oto-tow

n.jp

川本町の人口 平成21年10月１日現在
※（　）は前月との増減

3,968 人合 

計

男 1,857人（- 6人）
女 2,111人（+ 3人）

転　入　 7人 出　生　 3人 その他　 0人
転　出　 6人 死　亡　 7人 その他　 0人

増
減

うち65歳以上 1,610人
うち15歳未満  404人
世帯数 1,822戸

http://www.shokokai.or.jp/32/3244111230/index.htm

浜田公証役場からお知らせ
 平成21年10月１日より、浜田公証役場の事務所が移
転します。

浜田市松原町
⬇⬇⬇

浜田市野原町1826－１ いわみーる２階

　これに併せ、日曜公証役場が開設されます。
・開　始　平成21年10月１日から　毎月第４日曜日
・時　間　午前10時から午後３時まで
・予　約　 第４日曜日の前々日の金曜日までに、電話

でご予約下さい。

☎0855－22－7281

（16）平成21年10月20日発行  広報かわもと №462広
報
か
わ
も
と
　
10月

　
№
462

平
成
21年

10月
20日

発
行

川
本
中
学
校
３
年
生 

職
場
体
験
！

　

９
月
16
・
17
日
の
２
日
間
、
中
学
校

の
３
年
生
が
町
内
の
事
業
所
で
職
場
体

験
を
し
ま
し
た
。

　

店
舗
や
工
場
か
ら
、
福
祉
施
設
や
農

家
ま
で
、
各
々
が
経
験
し
て
み
た
い
職

場
を
選
び
、
事
業
所
の
方
か
ら
教
わ
り

な
が
ら
、
仕
事
を
す
る
と
い
う
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

　

上
記
に
掲
載
し
て
い
る
写
真
は
、
職

場
体
験
中
の
生
徒
が
接
客
を
し
て
い
る

様
子
を
撮
影
し
ま
し
た
。

　

良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

収
穫
の
秋
！

 

三
原
小
学
校
稲
刈
り
を
し
ま
し
た

　

９
月
９
日
に
、
三
原
小
学
校
の
全
校

生
徒
が
、
あ
さ
ひ
営
農
組
合
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
稲
刈
り
を
し
ま
し
た
。

　

今
年
５
月
７
日
に
植
え
た
苗
が
大
き

く
育
ち
、
重
た
げ
に
頭
を
下
げ
る
稲
を

の
こ
釜
を
器
用
に
使
い
な
が
ら
刈
っ
て

い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
は
、
刈
っ

た
稲
を
ワ
ラ
で
ま
と
め
、
ハ
デ
掛
け
ま

で
の
作
業
を
し
ま
し
た
。

　

ワ
ラ
を
軽
く
ね
じ
っ
て
か
ら
稲
を
ま

と
め
る
の
は
な
か
な
か
難
し
く
、
み
ん

な
最
初
は
苦
戦
し
て
い
ま
し
た
が
、

徐
々
に
手
つ
き
も
良
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。


